
1㈪～5㈮
6㈯ 
11㈭・12㈮
17㈭～22㈪

前期期末試験
夏期オープンキャンパス
1、2年学年集会
全国高専体育大会

1㈯～7㈮ 
9㈰
27㈭
28㈮
29㈯～30㈰ 
31㈪

学位授与申請（専攻科）
ロボコン九州沖縄大会（北九州）
保護者懇談会
電波祭準備
電波祭（学生会行事）
電波祭片付け

11㈮～15㈫
12㈯ 
20㈰
24㈭～30㈬
30㈬

九州沖縄地区高専体育大会（ラグビー）
高専フォーラム（専攻科）
ロボコン全国大会（国技舘）
後期中間試験
企業説明会

3㈯
8㈭ 
22㈭～23㈮

冬季オープンキャンパス
県下一斉テスト
プロコン本選（舞鶴）

26㈪ 後期授業スタート

8/15㈪～9/22㈭ 夏季休業

8/12㈮～9/22㈭ 夏季休業

12/23㈮～1/6㈮ 冬季休業

12/23㈮～1/6㈮ 冬季休業

8月

9月

10月

11月

12月

7/28㈭～8/3㈬
7㈰ 
11㈭
17㈬～22㈪

前期期末試験
オープンキャンパス
全体会・HR・大掃除
全国高専体育大会

1㈯～7㈮ 
9㈰
21㈮

学位授与申請（専攻科）
ロボコン九州沖縄地区大会（北九州）
学校説明会（中学校向け）

4㈮～7㈪
8㈫ 
11㈮～15㈫
12㈯
12㈯～13㈰
20㈰
24㈭～30㈬

高専祭（学生会行事）
休講・専攻科学外研修
九州沖縄地区高専体育大会（ラグビー）
高専フォーラム（専攻科）
デザコン本選（釧路）
ロボコン全国大会（国技館）
後期中間試験

22㈭
22㈭～23㈮ 

授業後清掃・HR
プロコン本選（舞鶴）

9㈮～11㈰
26㈪

保護者懇談会
後期授業スタート

8月

9月

10月

11月

12月

革新する技術、創造する未来 ～夢へ翔る熊本高専～
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　今回の「高専だより」第６号から、
今までの「高専だより」とは少し異
なるデザインを取り入れています。
　新しい試みですので、デザイン
やレイアウト、記事内容等につい
てのご意見やご感想をいただける
と幸いです。
　記事の執筆や写真をご提供くだ
さいました皆様、また編集作業に
携わっていただきました関係者に
感謝申し上げます。
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　新しい生命が躍動を開始する 4 月、両キャンパス合同の入学式を挙行し、
希望に輝く新入生、編入生、留学生を迎えることができました。入学時
の初心を忘れることなく夢の実現に向けて努力を継続するよう期待して
います。
　3.11 東日本大震災は未曽有の被害をもたらし、被災された方々の多く
がいまだに不自由な生活を強いられています。亡くなられた方々のご冥福をお祈りすると同時に、被災者の皆様
に心からお見舞いを申し上げます。震災直後の報道の中で、被災した小学校高学年と思われる女子児童が、穏や
かな表情で「家族がいて帰る家がある平凡な日常がどんなに恵まれていたことか、これまでどんなに幸せな日々
であったことかと思います」と素直に感謝の気持ちを話していました。彼女の表情に陰りはなく、むしろ希望を
失わず力強く前へ踏み出さんばかりの内面を感じて、思わず涙し同時に勇気を与えられました。望まないところ
に時折降りかかってくる災難や逆境は人間を鍛え成長させるものでもあります。彼女はきっとこの辛い状況を乗
り越え社会を支える人に成長するに違いないと確信しました。
　「逆境に耐え、試練を克服し、感情的・認知的・社会的に健康な精神活動を維持するのに不可欠な心理特性」を
意味する「レジリエンス」という概念があります。平たく言えば「困難な状況にも関わらずうまく適応し、挫折
から回復する力」です。森敏昭らは「レジリエンス」は自己学習力とも関係した次の 4 つの因子から構成される
としています。第 1 は「I AM」因子で、自分自身の良いところも悪いところも含めて自分自身を受け入れていく
力です。第 2 は「I HAVE」因子で、自分は一人ではない、共に学びあう仲間がいるというように他者との信頼関
係を築き、学びのネットワークを広げていく力です。第 3 は「I CAN」因子で、日々遭遇する様々な試練を乗り越
え問題を解決していく力です。第 4 は「I WILL」因子で、自分自身で目標を定め、それに向かって伸びていく力や
自らの意志で自己形成する力です。レジリエンスに関係する強みとして、(1) 順応性（柔軟性）、(2) 希望（楽観性）、
(3) 忍耐力、(4) 大局観、(5) 社会的知能という５つの徳性を指摘している研究者もいます。レジリエンスは特別な
能力や特性ではなく、だれもが保有し得るものとされ、どの年代の人でも伸ばすことができると考えられています。
さきの女子児童はきっと高いレジリエンスを持っているに違いありません。
　ある世界的な企業の総括マネージャーに技術者に求める能力を尋ねたことがあります。「知能が高くペーパーテ
ストで優秀な日本のトップの大卒者であっても、先輩や後輩とうまくコミュニケーションを取れない人、自分だ
けで解決しようとする人はやがて挫折して立ち上がれなくなることが多い。会社では他者と良好な人間関係を築
ける人で、失敗しても叱られても挫けない、むしろそれをバネにして伸びていく人がいい仕事をしています。高
専はぜひそういった人を育てて下さい」という答えでした。高専生活の中で深い経験を積み重ね、先輩・同輩・
後輩との切磋琢磨を通して、レジリエンスを高めるよう願っています。勉強はもちろん、課外活動や社会貢献活
動にも真剣に打ち込み、考え抜き悩み抜いて下さい。その過程で挫折や不安を克服し、耐え抜くことや努力を重
ねることの大切さを学び取って、高いレジリエンスと社会に貢献するマインドを持った人に成長し、日本を支え
ていってほしいと願っています。日本は今、皆さんのような質の高い人材を求めています。
　最も成長できる高専時代は一回きりの宝の時間です。充実した楽しい学生生活となるよう心から祈っています。

The Beginning
巻頭のことば

校長　宮川英明

「レジリエンス」を高めよう
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　入学式から４か月が経過しましたが、学校生活はいかがですか。
　熊本高専についてですが、私が何かの機会に聞いて「なるほど」と記憶に残って
いるのは、「一流のエンジニアを育てる」ということ、「卒業時には大卒と同じレベ
ルの知識、技術を身につけている」というものでした。そのようなことを伺ったこ
とがとても印象深く、「だから、それが学校に対して社会の信頼を得ているんだ」と
納得した次第です。
　入学を許可されたみなさんはこの学校で学ぶ素質、能力を認められている訳です
から、さらにそれをこの学校で開花させ、夢の実現に向けて取り組んでただきたい
と願っています。同じクラスの中で「努力してる？」と時にはお互いに声を掛けあっ
ていただきたいし、又分からないことがあれば、先生、友だち、先輩に聞くなど、
基礎的な学力の修得とともに自ら学び考える力をこの学校で身につけていただきた
いと思います。
　あなたの未来を創っていくのはあなた自身です。今の社会情勢は変化が激しく、
世界経済、情報通信、メディア、環境問題などボーダレス化、グローバル化などと
表現され複雑な様相を呈しています。このような状況を難しい時代と捉えるか、チャ
ンスの時代と捉えるか、は受け止め方が様々であろうと思います。また、このよう
な時代に対応していくためには、ものごとの本質や時代の流れを見抜く力というも
のも必要でしょう。
　話が大きくなってしまいましたが、要は、確たる専門知識と問題解決、突破する
能力を身に付けていただきたいと思います。
　そのような学生のみなさんが充実した日々が過ごせるよう、学校の先生方ととも
に後援会でも取り組んでいきたいと思っています。
　最後に保護者の皆様方へお願いですが、後援会は、学習、生活環境をより良くし
ていくために、保護者と学校とのパイプ役としてクラス役員を中心に活動しており
ます。学校と学生を取り巻くことでご意見等ございましたら、どうぞメールでお寄
せください。

熊本キャンパス奨学後援会
会長  樫本　茂弘

新入生のみなさん、熊本高専へようこそ。

　新入生・新専攻科の皆さん、ご入学おめでとうございます。保護者の皆様におか
れましても、心よりお祝い申し上げます。
　昨年度に引き続き、会長をさせて頂く事になりました。戸惑いながらも理事の皆
様、会員の皆様に支えられ、どうにか昨年一年を終える事が出来ました事を感謝申
し上げます。二年目となった今年、理事の皆様、会員の皆様とともに、学生が色ん
な面で力を発揮し、前向きに、笑顔で高専生活を送れるよう応援していきたいと思っ
ております。さらなるご理解・ご協力を賜れば幸いに思います。よろしくお願いい
たします。
　さて、３月 11 日に未曾有の大震災が起こり、高専の関係者の方々も被害に遭わ
れたと聞き、大変心を痛めております。そんな中、初めて合同で行われた入学式で、
希望を持って入学された皆さんの初々しい、清々しい姿を拝見した時、私たちに何
が出来るのだろう？と改めて考えさせられ、今与えられた環境の中で精一杯生きる
事、それが私たちに与えられた使命なのではないかと思います。
　震災の影響で、就職活動も例年になく厳しい状況となっておりますが、生きてい
る事、家族がいる事、温かい食事が摂れる事、そんな当たり前の事に幸せを感じる
事が出来れば、笑顔で前向きに真摯に頑張っていけると信じています。
　今年度も、会員による工場見学を予定しています。また高専祭では、後援会のブー
ス（制服バザー・茶話コーナー）を設けます。数少ない情報交換の場となりますので、
たくさんの皆様に参加して頂き、高専を知る機会にして頂ければ…と思っております。
何かお気づきの点などございましたら、お気軽にアドレスへお寄せ下さい。

八代キャンパス後援会
会長  稲村　由美

笑顔で真摯に…

kouenkai@kumamoto-
nct.ac.jp

koen@kumamoto-nct.
ac.jp
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いま、
●特集

熊本高専だより第6号の特別企画。昨年度第3号の続編として、両キャンパス学生会役員と宮川校長先生と座談会
を企画いたしました。今回のテーマは、「いま2つの学生会でできること」です。

大塚先生（以下、大塚）：まず初めに、今年の各キャンパスの学生会活動を漢字一文字で表してもらいましょ
う。
YC丸尾くん（以下、丸尾）：八代キャンパスは、“動”という字にしました。これから新高専に向けてどんどん次
の世代の子たちが入ってくるし、今がまさに動く時代じゃないかと。学生会がその原動力になれれば…という意
味を込めてこの字を選びました。
KC坂井くん（以下、坂井）：熊本キャンパスは“合”を選びました。一人ひとりが自分に合った学生生活を送って
もらいたい、見つけてもらいたいということと、また、八代キャンパスと熊本キャンパスの学生が力を合わせて
頑張っていけたらいいな、という意味でこの一文字を選びました。
大塚：ありがとうございます。ではこの一年間の学生会活動を振り返ってみていただいて、「小さな活動だった
けれどこういう風に育ってきている」、「今は実現できてないけどこんな話がでている」、などの例を紹介して
いただけますか？
YC大西くん（以下、大西）：実は、先生に誘っていただいて電波祭を見に行きました。面白いと思ったのは、オ
ガッチなどタレントのMCです。八代キャンパス（以下、八代C）でも呼んでみたいなと思いました。また、熊本
キャンパス（以下、熊本C）では、いろいろな特長ある企画があったと思います。八代Cでも参考にしていきたい
と感じました。
校長先生（以下、校長）：例えば熊本Cの電波祭にブースを出して、八代Cの紹介とか、学生会の紹介とか、お互
いに出展すれば、いまより学生の行き来が増えるのではないでしょうか。昨年度，奨学後援会役員の方4名が、熊
本Cの電波祭にお越しくださったのですが、非常に高く評価されていました。熊本Cの学生諸君の心配りや優しさ
に感動されていました。
坂井：さきほど大西さんが言われたように、MCをタレントの方にお願いしていました。昨年だけでなくそれ以前
からだったのですが、今年は八代Cのように学生司会を熊本Cも取り入れ学生主体の学園祭にしたいなあと考えて
います。熊本Cでは、去年は体育館と外のステージを二つ、ダブルステージでやりました。また、女装コンテスト
も以前は一人で出場していたイベントだったんですけど、ペアでの出場にしたところ、これが結構盛り上がりま
した。女の人も男だったり、男も女だったりするんですよ。
　ほかにも、模擬店を回って、スタンプラリーみたいなことをしたり、科学系のタイケンジャーというイベント
も行いました。実験を主体に小学生とか小さな子供たちにも楽しんでもらえる工夫をしています。あと、クラス
で映画を撮ってもらったり。
大塚：デンヌ映画祭という名前がついてるよね。あれはいつごろ始まったのかな？
坂井：昨年が第三回です。
大塚：先日、八代Cの奨学後援会の役員の方々が「あれはすごく良かった」と絶賛しておられました。あれはクラ
スごとに作品をつくるのですか？

学生会・学生委員会
２つの学生会でできること

上段左から永松くん、長野さん、古江主事、池田主事、大西くん、上村さん
下段左から中嶋さん、坂井くん、宮川校長、丸尾くん、白石くん
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坂井：クラスごとに限らず、いろんな団体で参加できます。
古江先生（以下、古江）：熊本Cの学生たちは、学んでいるIT技術に関連してかこうした映画づくりに非常に関心
があるようで、それで力が発揮できるではないかと思います。これは八代キャンパスもおそらくそうだと思うの
ですが、自分たちでできることをやっていこうという考え方が大分浸透してきたと思います。
YC白石くん（以下、白石）：八代Cでは、基本的に一番盛り上がるのは女装コンテストと、コスプレですね。女
装は自分も去年は出ましたし、コスプレも。一日目と二日目の最後のステージイベントとして実施されるので、
一番盛り上がります。あとは、音研ライブは体育館で一日通して行われます。それから、八代Cでは去年できた映
画研究部が、自作映画をクラス展示で上映したようです。
校長：八代Cは基本的には中庭スペースをうまく使ってステージを中心に、学生会が綿密にスケジュールしてイベ
ントを行い、そしてその周りにバザーが配置されているので、隣接の体育館も含めてほぼひとつの閉じられた空
間の集中型で開催されていますね。そういう意味では、まとまりが感じられます。ただ、熊本Cと比較するとクラ
ス展示といったクラスの企画がほとんどないようです。
坂井：熊本Ｃでは、八代Cのような体育祭をやりたいという声を聴くことがあります。ただ、学生は体力と熱さが
足りないかもしれない。どういう風にやったら、八代Cの体育祭のように学生が全員参加してくれるような体育イ
ベントになるのでしょうか。
丸尾：実は、なかにはモチベーションの低い学生もいます。でも、そういう人たちもリレーとかではモチベー
ションがあがるようです。全員が参加できるような行事にすることは八代キャンパスでも課題だと思っていま
す。
校長：富山高専は、新高専スタート時に、両キャンパス対抗の綱引きをやって随分盛り上がったと聞きました。
なかなか実現に向けては課題が多いと思いますが、いま挙げられていたような競技を集めて、どこかの会場を借
りて、合同で１日球技大会やマスゲームなどをするのも良いかも知れません。
古江：富山高専や香川高専では、クラスマッチをそれぞれのキャンパスでの開催競技を分けて合同でやっている
と聞きました。全員参加なのでかなり大規模なイベントになるそうです。移動の問題もあるし、毎年実施は大変
だと思いますが、オリンピックイヤーの４年に１度のペースで、ＫＫウィングを会場にしてはどうでしょう…。
資金面は校長先生に相談ですが。

具体的な取り組み
大塚：学園祭に関していろんな情報交換ができたところで、メインテーマの「今私たちにできること」に話題を
戻させてください。なにか具体的なアイデアはありませんか。
KC永松くん（以下、永松）：学生同士が交流するというのが一番いいと思うんですけど。となると、やはり時間
もかかるし、大掛かりになるので、先ほど話題になった学園祭でお互いに・・・例えば、熊本Cだったらデンヌ映
画祭。八代Cだったら生物化学系のデモ実験といったものを、それぞれのキャンパスに取り入れるところから始め
てはどうでしょう。
KC中嶋さん（以下、中嶋）：先ほど、文化祭の合同企画という意見もあったと思いますが、人をそれぞれのキャ
ンパスに送り迎えするのが大変だと思うんです。映画祭の合同開催ということであれば、出展作品はデータを送
るだけでそれぞれのキャンパスの学園祭で上映できますか
ら、まず、それをやってみればいいんじゃないかなと思う
んです。
YC上村さん（以下、上村）：そうですね。今、言われた
ように、やはりデータでやり取りできるのはすごく良いと
思うんですよ。毎年高専祭の時期が、八代Cが１週間遅く
て、私たちも熊本Cの高専祭に参加してみたいと思うので
すが、こちらの準備も大詰めなので、皆で行くことは難し
くて…。たから、映画の話はすごくいいと思います。
白石：自分もぜひ、映画の話はやってみたいなと思いまし
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校長 宮川英明／古江学生主事（熊本キャンパス）／池田学生主事（八代キャンパス）
熊本キャンパス学生会
　会長 電子制御工学科5年 坂井潤／副会長 情報通信工学科5年 中嶋夕貴
　外部連携副委員長 情報通信工学科3年 長野ちなつ／安全副委員長 2年3
　組 永松七海
八代キャンパス学生会
　会長 生物工学科4年 丸尾　健明／副会長 情報電子工学科4年 白石　隼斗
　高専祭実行委員長 情報電子工学科4年 大西　慧／渉外委員長 情報電子
　工学科4年 上村ちひろ
総務委員会
　開総務主事（八代キャンパス）・中島総務委員（熊本キャンパス）
司会進行
　大塚総務主事（熊本キャンパス）

た。移動時間も問題も解決できるし、体育館で上映すれ
ば大勢で鑑賞できるので。
熊本Cがどんな感じなのか気になる人もいっぱいいると思
いますし、みんな見に来てくれると思うので、ぜひやら
せていただきたいと思います。
大西：本当に良いアイデアだと思います。今年の高専祭
でできたら、多分盛り上がるだろうと思うので、ぜひや
れたらいいなと思います。
丸尾：八代Cでも映画研究会、写真部とが合同でやってい
るものがあるので、そこからゲスト作品を出せたら良い

と思います。
大塚：今まで話題に上がらなかった部分で、何か意見はありませんか？例えば、さまざまな学生会活動やクラブ
活動の紹介を目的とした新聞ポスターを合同で作るというのはどうですか？
坂井：やってみたいですね。同じ部活の特集を組んだり、ひとつのテーマでコメントを寄せあったり、関わりを
持って…ということがあれば一番良いのではないかなと。
校長：八代Cでは、“新芽”という雑誌を毎年度末に作っていて、かなりエネルギーを注いでいるようです。熊本C
でも放送広報委員会で新聞を発行しているようです。それらの活動が少しスタイルを変えて取り組んでもらえる
と、非常に発展的にいろんな可能性がみえてくるかもしれませんね。
開先生（以下、開）：学生会がそのような取組を実行してくれていることは大変良いことだと思いますね。私た
ちの学校広報活動にもぜひ協力してもらいたいし、私たちが協力できることはサポートしたいと思いますね。
古江：さまざまな活動の様子を学生や保護者に伝える取り組みを、最初から無理せずに、年４回くらいのペース
で、なにか一つの広報媒体で伝えていければという気がしますね。こういう取組をきっかけにして、単に、デー
タのやり取りで済ませるのではなく、螺旋的な協力ができることを期待します。

学生会からの要望
大塚：最後に、せっかくの機会なので、校長先生や学生主事の先生方になにかご相談はありますか？
長野：今回のような両キャンパスの学生の話し合いというのは、年１回くらいだと緊張してしまいますね。イン
ターネットを通じて頻繁にできたらいいなと思うのですが。
大塚：この部屋にあるＴＶ会議システムですね。これを使って会議をもつことは可能ですね。
古江：学生会で具体的な討議をするときにはこれを使っていきましょう。学生会役員の活動がこれから活発化し
てくるでしょうから、ぜひ使いましょうね。
開：そうですね。学生会の皆さんには、テレビ会議システムを使って情報交換のためにこれからどしどし使って
ください。
大塚：本日は、濃密な意見交換をしていただきました。皆さんどうもありがとうございました。

●平成 23 年度学生会役員と宮川校長との懇談会
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　熊本高専に入学し、早や数か月が過ぎました。
　入学してからは毎日が今までにない経験ばかりで、多少慣れるのに時間がかかりましたが、
優しい先輩方や個性的な先生方のおかげで今では心から高専に入学できてよかったと感じて
います。
　この数か月間を一言で表すと、「充実」です。勉強は大変なのですが、それ以上の楽しさが高
専にはたくさんありました。自由な校風であり、毎日楽しく話せる友達や先輩方がいて、だから
こそどんな事でも頑張ろうという気になれました。

Interviews
熊本高専に入学して 人間情報システム工学科　1 年　早田　有里

　中学生の頃から憧れていた高専生活は、予想していた以上に素晴らしいものでした。生活面だけでなく、学習面で
も、知識が豊富な先生方が分かりやすく授業してくださったり、最先端の設備がそろっていたりと、学ぶには最高の
環境が整っていました。そして、自分の夢を叶えるための限りない可能性を見い出すことができ、これからの高専生
活に対しての期待が一層高まりました。
　私の夢は、人の心を考えられるエンジニアになること。それに向かって、この素晴らしい学校でどこまでも成長して
いきたいです。

　私は熊本高専に入学した時、どのような人たちがクラスにいるのか興味はあったものの
話す機会が見出せず、また、周りを気にかける余裕もなかったため、行動に移せないまま
興味を持ち続けるだけだった。さらに県外からの入学だったので、全く知らない人しかい
ない学校生活に不安を抱いていた。しかし、クラスに馴染む機会ができた。それが合宿研
修であった。
　班行動が基本となる合宿研修で私はまず班員全員のことを知ることができた。そして、
移動中のバスや食事の時間においてクラス全員と交流することもできた。
　研修プログラムでは、クラスの協力が必要とされるペーロン・カッター活動もみんな

合宿研修に参加して 制御情報システム工学科　1 年　佐藤　桂一郎

で楽しむことができた。夜の研修は、班別に勉強方法などについ
て意見を出し合い、班で楽しく過ごすことができた。班発表する時、
班独特の意見などを言い、その場を和ませる班もあってクラスの
雰囲気作りに効果的だった。
　最初は知らない人ばかりの不安だったはずの自分の心が、研修
を通して快いものに変わっていた。今までの自分にとらわれず新
しい自分を育て、新しい環境で、楽しいクラスメイト達と一緒に
一年間頑張って行きたいと思う。

　熊本高専に入学して、もう二か月がたちました。入学して間もないころは、不安な気持ちば
かりでしたが、友達と打ち解けていくうちに不安もなくなりました。　
私の身内や知人に癌で亡くなった人がおり、それを見てきた私は癌を治す特効薬を作りたい
と思いこの学校を選びました。無事入学することのできた私は、日々の勉強に悪戦苦闘して
いますが、この勉強が自分の夢へとほんのわずかずつ近づいているような気がして嬉しく思っ
ています。また、私は寮で生活していますが、初めは寮に慣れるまで大変でした。寮に入る
ことで親の有難みを実感しています。私の高専生活は始まったばかりです、高専生としての自
覚を持ちつつ今の時期から精一杯努力していきたいと思っています。

高専に合格して 生物化学システム工学科　1 年　安井　一純



熊本高専だより 第6号

0�

新入生より Interviews Board

　高専入学を目前にして自分は迷いがあり、それは不安でもあった。しかし、様々なことがそ
の不安を消していった。
　高専に入学して宿泊研修、球技大会など幾つかの行事があった。それらの行事は、同級生
との親睦を深め、高専について理解を深めることができました。
　また、授業は100分間になり、共通科目に加えて専門科目の授業もあり、一ヶ月位は大変
だった。慣れると授業が短く感じ楽しくなってきました。

高専に入学して 機械知能システム工学科　1 年　和田　治

　自分は寮生活を送っています。共同生活は何でも自由にとはいきませんが、規則正しい生活が送れ、多くの事を学
ぶことができます。早い時期から多くのことを学べるこの環境で、自分の将来に向けて頑張って行こうと思います。

　僕は、中学二年の時、インテリアに興味を持ち、色々な学校のパンフレットを読んで、こ
の建築社会デザイン工学科が一番適当だということが分かり、この高専を目指して勉強をし、
無事受かることが出来ました。
　高専に入学してから早二ヶ月が経ち、友達の数もたくさん増えて、みんな仲良く楽しい日々
を過ごしています。
　授業は、元から興味を持っていた、専門科目により興味を持ち、楽しさが分かってきました。
特におもしろいと感じたのは、「製図」です。初めは自分が不器用で、細かい作業が苦手な

ので嫌いな科目になりそうと思っていたのですが、一時間、また一時間と授業を受けて行くに連れ、だんだんやり
方が分かってきて、作業をするスピードは、他の人より遅いのですが、一つまた一つとステップを踏んでいくことで、
面白さが増してきていると感じています。
　これから専門的なことの知識をたくさん身につけ、向上心を忘れず、部活と勉強の両立を精一杯努力し、自分の
夢に向かって頑張ろうと思います。

熊本高専に入学して 建築社会デザイン工学科　1 年　下村　一路

　私たち一年生が参加する、初めての全校行事であるクラスマッチ。熊本高専に入学して一
カ月、やっとのことで少しずつ学校の雰囲気に慣れてきた私たちにとって、上級生と試合を
することはとても緊張しました。
　私はソフトボールに参加させてもらいました。試合をした 2 つのクラスは、どちらも上級
生でした。最初は緊張しましたが先輩方は「気楽にプレーしてくれればいいよ。」と言ってく
ださったおかげで、私たちなりに精一杯プレーすることができたと思います。
　先輩方は真剣に試合されていて、それでいてとても楽しんでおられるように見えました。

　私たちは一勝もすることができませんでしたが、このクラス
マッチは先輩方との親睦を深めることのできるとてもよい機
会であったし、何よりとても楽しかったです。次は冬季にクラ
スマッチがもう一度あります。次のクラスマッチもこれから学
校生活を続けていく上でとても重要な経験をすることができ
ると思います。なので真摯な姿勢で取り組み、自己の発展と
クラスの団結力の向上、そして先輩方や他のクラスとの交流
を深めていきたいと思います。

クラスマッチに出場して 情報通信エレクトロニクス工学科　1 年　中村　滉也
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　私は、同じ環境で継続的な
カリキュラムのもと、学業に専
念できることに魅力を感じ専
攻科に入学しました。専攻科
はキャンパスごとに１専攻です
が、今まで他学科であった友人
たちと一緒に勉強でき、互いの

熊本高専専攻科に入学して

専門分野を語り合うこともできるので、非常に良い刺
激となっています。本科入学時は一緒であったクラス
メイトも5年間の学習過程を経て、それぞれが個別の
専門知識を有していることに、私たちが受けてきた高
専教育の質の高さを実感しています。今後2年間彼ら
とともに互いを高め合いながら成長できることを大
変うれしく思います。
　2年間という時間は決して長いものではありません
が、強い意志を持ち、有意義に日々を過ごすことで、
日本の未来を担う技術者となるよう日々努力を重ね
たいと思います。 
　これからもお世話になる先生方とクラスの皆さん
どうぞよろしくお願いします。

電子情報システム工学専攻　1 年　上田陽介

　専攻科に入って、本科の１～
５年とは違う新しい環境に、最
初は慣れずにいました。課題
や授業はもちろんですが、人間
関係も大きく変わったと思いま
す。その中でも大きく変わった
と感じるのは、研究に費やす

専攻科に入学して変わったこと

時間が本科生の時よりも圧倒的に多いということで
す。授業は少ないものの、中身も濃く、ほかの学科の
専門分野になると、さっぱりわからなくなります。それ
でも１週間のほとんどで、一日の半分の時間を研究
に費やすことができます。そのせいか、一日一日過ぎ
る時間が早く感じ、すでに自分の中で焦りを持ってい
る気がし、2年間はとても短く、あっという間に過ぎる
時間だということを痛感しています。これからはもっ
とこの多くの時間を有効的に使い、研究に対する目
的を持ちながら、より高い山を目指して行きたいと思
います。

生産システム工学専攻　1 年　今村宣隆

　私は今年（２０１１年）スリラ
ンカから本校情報通信工学科
の三年生に編入学しました。日
本語学校のおかげで、高専の
生活ができるようになりまし
た。現在は、日本語の勉強と高
専での三年間をもっと力を入れ

熊本高専に入学して

て頑張って勉強するのが目標です。
　三年生の科目の中で一番興味を持っているのは電
磁気学です。他の勉強に対する興味もますます強く
なりました。
　留学したばかりで、勉強においても、文化におい
ても、分からないことが多いのですが、高専での勉
強や生活をとおして、自分の性格や欠点などを見直
し、明るく楽しい学生生活を送っていきたいと思いま
す。
　高専の皆様、よろしくお願いします。

情報通信工学科　3 年　Omalka Vayanthi

私は、今年の３月に熊本工業を
卒業して、熊本高専‐八代キャ
ンパスに編入学しました。
　授業の面では、高校にくらべ
内容が濃くなっていて１００分
という授業時間もあっというま
にすぎてしまいます。また、高

編入学して

校では習ってこなかった事も含まれていて難解なも
のになっていますがクラスの仲間たちが教えてくれた
り先生方が補習してくれたりと、とても親切にしてく
ださるため頑張っています。学校生活では、初めはう
まくやっていけるか不安でしたが、皆が仲良くしてく
れるため早くに馴染む事ができ、充実した学校生活
を送ることができています。
　これからは、技術者としての知識を学んでいくとと
もに学校行事にも積極的に取り組んでいき、充実し
た楽しい学校生活を送っていきたいと思います。

建築社会デザイン工学科　4 年　園田大樹
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　高専のカリキュラムについて考えたことがあります
か？カリキュラムはどのようにして編成されているのだ
ろう。なぜ、こんな科目を勉強しないといけないのだろ
うと考えたことはないでしょうか。
　これらの疑問に今回はお答えしたいと思います。カ
リキュラムがどのように作られているかを知ることで、
少しでも学習の助けになればと思います。
　まず、本校は国立の高等専門学校ですから、国で定
めた学校の目的があります。それは、学校教育法に記
されており、「高等専門学校は、深く専門の学芸を教授
し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」
と規定されています。これに基づいて、本校は学則の中
で学校の理念として、「熊本高等専門学校は、専門分
野の知識と技術を有し、技術者としての人間力を備え
た、国際的にも通用する実践的・創造的な技術者の育
成及び科学技術による地域社会への貢献を使命とす
る。」としています。これが本校としてどのような人材を
育てたいかという大きな目標になります。この理念に
基づき、育成する人材像（本科）を次の６項目に定めて
います。専攻科でも同様な目標を定めています。

１．日本語および英語のコミュニケーション能力を有す
る技術者
２．ICTに関する基本的技術および工学への応用技術

を身に付けた技術者
３．各分野における技術の基礎となる知識と技能及び

その分野の専門技術に関する知識と能力を持ち、
複眼的な視点から問題を解決する能力を持った技
術者

４．知徳体の調和した人間性および社会性・協調性を
身に付けた技術者

５．広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付
けた技術者

６．知的探求心を持ち、主体的、創造的に問題に取り
組むことができる技術者

高専でのカリキュラム編成の
仕組み
教務主事（熊本キャンパス）
下塩　義文

　この人材像に基づき、さらに各学科の教育目標が設
定され、それに基づいたカリキュラムが編成されていま
す。カリキュラムでは、各学科の教育目標を達成するた
めに求められる知識・技術の習得に必要な科目を配置
しています。そして、各科目ではそれぞれの科目毎に定
めた達成目標があり、それを達成したかどうかで評価
がなされることになります。科目ごとの達成目標はシラ
バス（教授要綱）に記載されています。全体を図示する
と、下の図のようになります。本科の4、5年と専攻科に
ついてはJABEE（日本技術者教育認定機構）の認定を
受けるために必要な目標も達成できるように配慮され
ています。
　この経路を逆にたどると、学生の皆さんは授業を受
け、各科目で設定された達成目標に到達すれば、単位
を修得でき、あるまとまった科目を習得することで、各
学科で定めた教育目標の一つの分野を達成したことに
なり、すべての分野の教育目標を達成すると、上記の
人材像にふさわしい知識・技術を習得した卒業生とな
るわけです。各段階で定められた目標をよく理解し、
達成できるように努力していただきたいと思います。

新入生を迎えて
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　新しい熊本高専として、４月に２学年目の新学科の
学生を迎えることができました。今年は、スーパー高
専を担う新入生の一体感を高めるために、入学式を
初めて両キャンパス合同で行っています。それに伴い、
場所も従来の各キャンパスの体育館から離れて県立劇
場へと変更しました。高校とは一味違う環境でのセレ
モニーに、新入生はじめ保護者の方々も新鮮な気持ち
を感じられたことと思います。入学式後は、学生会主
導による対面式や教務によるオリエンテーションが行
われました。また、４月終わりには、宿泊研修が実施
され、クラス内やクラス間の交流を通して、親睦も深
まったと思います。ハードな野外研修である雁回山登
山も記憶に残っていることでしょう。さらに、つい先
日までは高専で初めての定期試験を経験し、高専生
活にもいくらかは慣れてきたものと思われます。
　すでに多くの学生が何らかのクラブに入部したこと
と思いますが、５年間の長丁場において、クラブ活動
は特に重要な役割を果たすものと考えます。５年間の
一貫教育となる高専は、先生方との距離の近さやクラ
ブでの活動を通して育成される “人間力 ” が大きな特
徴であり、就職先や進学先での高い評価につながって
います。これから、５年間の高専生活を通して、先生
方やクラブの先輩達と積極的に触れ合って、自分自身
の人間力を高めていって欲しいと願っています。
　現在、来年度の入学生から着用する新制服の制定
を進めているところです。昨年度より各キャンパスの
学生委員を中心に教職員、学生、保護者の意見を聞
きながら検討してきましたが、候補の数パターンが決
まり、最終決定に近づいています。来年４月からの統
一した新制服の着用によって、さらに、両キャンパス
の一体感が高まっていくことを期待しています。

学生主事（八代キャンパス）
池田　直光

新入生を迎えて（寮生活等）

　明和寮では、平成 23 年度、男子 34 名、女子 6 名
の計 40 名の新入生が入寮いたしました。北海道や福
岡県、長崎県、宮崎県、鹿児島県などから 8 名入寮し、
他県出身者が多いのが今年度の特徴です。
　現在、新入生が入居している男子寮の二人部屋と、
女子寮の居室として使用している２～３階は満室となっ
ています。寮生の総数が増え、食事や入浴、洗濯など
今までになく混雑しているので、新入寮生には何かと
不便をかけていますが、何とかやりくりしてやってくれ
ています。
　入寮当初は緊張した面持ちでしたが、新入寮生歓迎
バーベキュー大会や寮内スポーツイベントなどを通じ
て、新入生同士の仲間意識や先輩との交流ができて、
笑顔が見えるようになりました。入部した学生が多い
ですが、部活動で汗を流した後も、20 時 30 分から
の勉強会には遅れることなく出席しているので、なか
なか関心です。
　まだ中学生気分で居室で騒いだり、先輩への口のき
き方を生活指導委員に注意されることはありますが、
徐々に集団生活のルールや先輩との接し方を身につけ
ていくことと思います。
　個性的な面々が一度に 40 人も入寮してきたので、
これから多少のトラブルはあるかもしれませんが、学
年のなかでは最大勢力ですので、自分たちの生活の場
である明和寮に関心を持って、自らの手でよりよく変
えていってくれることを期待しています。
　学校としましては、近年の入寮希望者増に対応すべ
く、学寮の環境整備面での拡充を図っていく計画をた
てています。

寮務主事（熊本キャンパス）
伊藤　利明

新入生を迎えて
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新入生を迎えて

共通教育科（熊本キャンパス）
八田　茂樹

共に創ろう！

　新１年生の諸君、まずはご入学おめでとうございま
す。熊本高専としての２回目の入学式となりますが、今
回から熊本と八代の両キャンパス合同で開催され、熊
本市の県立劇場にて行われました。各キャンパスの本
科３学科、専攻科および留学生が一堂に揃った式典
は、今まで以上に盛大なものとなりました。
　さて、入学後の緊張と不安を抱えて生活していた彼
らも、豊野研修 (4/23,24) や球技大会 (5/24) の学校
行事を通じて，学校の雰囲気にも慣れてきたようで、
今では休み時間に、教室や廊下から元気な話声や明
るい笑いが聞こえて参ります。
　共通教育科では、今年から各１年のクラスに副担任
をつけて、今まで以上に学生支援体制に気を配れるよ
うにしました。
　また、少なくとも月に１回は、学科会議を開催して、
低学年を中心とした学生についての情報交換の場を持
ち、問題の共有に努めております。４年前からは、朝
の CT の時間において、朝の読書を継続しております。
早めの登校と、落ち着いた気持ちで１限目の授業に取
り掛かってもらうことを目標に実施しております。また
新カリキュラムとなり、従来の科目に加え情報と通信
関連の ICT 科目が組込まれ、これも年次進行とともに
順次開講されています。
　熊本高専の創成期に入学して来た皆さんには、これ
までの八代高専の良き伝統の上に別の何かを築きあげ
て欲しいと思っております。そのために、我々一同も
学生諸君が熊本高専生として、専門科目に必要な基礎
学力を定着し、社会人としての知識や教養を身に付け
られるよう、また第一に、これから続く高専生活が有
意義なものになるように努力して参ります。共に歩み、
共に成長し新しい伝統を創っていきましょう。

共通教育科（八代キャンパス）
小鉢　暢夫
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　熊本高専になって２回目の新入生を迎えた。１クラ
ス 42 ～ 43 人の３クラスである。授業をしていて気づく
のは、筆者が高専に着任した頃（平成元年頃）にかな
りいた県外の学生が再び増加傾向にあることである。
それにより１クラス中の寮生の人数も増えている。高
度化・再編により昨年 4 月に初の新入生を迎えたが、
それ以前と比べて県南出身者が増えた。今年はさらに
鹿児島県・福岡県等県外出身者がかなり増えている。
名実ともに九州地区の高専の模範となるべくがんばり
たいと考える。
　さて共通教育科では１・２年の担任を担当している。
本年度も各担任と学年主任で学年団を形成して（２年
は学年主任と担任を兼務）、定期的に会合を持ち学年
経営をしている。
　また昨年度より熊本キャンパス共通教育科では新入
生を迎えるに当たり、きめ細かい学生支援体制を構築
するべく、１年生の担任と学年主任を分離し、学年主
任は１学年全体を見渡し、各担任をサポートすること
に専念できるようにした。その結果、以前に増して担
任会が頻繁に開かれるようになった。２年では１年生
の合宿研修の時期に昨年から校内研修を実施してい
る。さらに１年では昨年から、夏休み前の学年集会で、

「マイクロソフト・キヤンパス・オン・セミナー」を実施
している。これは「身近な生活の中で、技術の力で、
改良できる余地はないか」ということについて、各クラ
スのロングホームルーム時に班毎に話し合い、各クラ
スで競い合った結果のクラス代表の発表である。昨年
は第１回であったが、とても盛り上がった会となった。
また授業の一環として、学年全体の簡単なロボットに
よる競技大会も行われており、将来創造的な技術者
になるべく興味・関心が図られている。さらに１学年
では学級通信も定期的に発信されている。月１回の共
通教育科の学科会議では、必ず１・２年生の学生につ
いて情報交換をしており、教務・学生・寮務各委員会
ならびに学生相談室や保健室との連携を含めて、学生
のサポート体制は構築されているので、新入生諸君に
は安心して学業に勤しみ、かつ学生生活を有意義に過
ごしてほしいと思う。

新入生を迎えて
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　学生や保護者の方には地域イノベーションセンター
のことをあまり知らない人が多いのではと思います。
そんな方のためにセンターのミッション（役割）と活動
について改めて紹介します。
　センターのミッションは、地域社会が活性化するた
めに産業界や行政、民間団体と連携して業を起こすこ
とです。この地域連携・貢献活動は高専のみならず大
学等でも非常に重要なテーマであり各学校で特色を
生かした活動を行っています。地域イノベーションセン
ターでは、①九州地区９高専の知的財産拠点化活動、
②共同研究や産学官連携の推進、③研究シーズの公
開と普及活動が主な任務です。具体的な活動として、
まず、九州沖縄地区高専が持つ特許等のシーズを九
州地域の企業のニーズとマッチングする企画を昨年福
岡市で開催しました。今年も内容をさらに充実して開
催します。次に、3 ＤＣＡＤ講座や熊本史跡探訪講座
などの社会人講座１３講座を開講して地域の人材育成
に貢献しています。また、熊本県内のリーディング企
業から指名を受けた先生達が企業の業績アップに貢
献する活動をしています。さらに、センターシンポジウ
ムや半導体デバイスフォーラム等を開催して地域との
結び付きを強めるとともに高専が持つポテンシャルを
広めています。これ以外にも様々な活動をしています
が、詳細は地域イノベーションセンター報にまとめてい
ますのでご覧下さい。
　3 月に東北地方を襲った大災害からの一刻も早い復
興を願うものですが、放射能汚染問題は熊本でも企
業を中心に懸案事項になり熊本県が 5 月に開いた放
射能対策セミナーでは、小田明範教授が放射線・放
射能の正しい知識と影響について講演して企業活動に
役立てました。これも地域貢献活動の一つです。
　教員の任務は学生教育と研究が一番の仕事ですが、
それに加えて学外との連携を深めて行くことも非常に
重要なことです。学生諸君も学内に留まらないで外に
出て大いに活躍することを期待しています。

地域イノベーションセンター長
小山　善文

地域イノベーションセンターの
役割と活動

　皆さんご承知のように熊本高専は 2009 年 10 月に、
旧熊本電波高専と旧八代高専とを前身に全国 4 地区
に設定された地域の拠点となる新しいタイプの高専と
して生まれ変わり、3 センターを中心に地域拠点事業
を展開することになりました。PBL・総合教育センター
は教育改善を指向したセンターであり、高専改革にお
ける教育課題の解決に向けた総合的活動を実践する
ことを目的として設立しました。具体的には、①キャ
リア教育事業②国際化教育事業③科学技術教育支援
事業、そして④ PBL 利用教育事業の 4 事業に取り組
みます。
　高専が掲げている「国際性を有する実践技術者育
成」と前述の４事業は強く結びついていると考えられ
ます。なかでもチームで働く力、考えぬく力、粘り強く
やり遂げる力などはキャリア教育と密接に結びついて
います。また、身に付けた科学技術を次世代に引き継
ぐための社会貢献としての科学技術教育支援があり、
課題解決能力を育成するために PBL 活用教育があり
ます。国際化教育事業では高専改革推進経費により「国
際交流協定を活用した国際通用力育成のための技術
英語教育―英語による専門科目の授業展開と教材開
発―」という事業を平成２１年度、平成２２年度の２か
年に渡って取り組んで参りました。この取り組みでは
英語による教材を開発し、今後はこの開発した教材を
用いた授業を展開していく予定です。
　熊本高専は、九州沖縄地域の拠点校としてこれらの
4 事業の教育活動研究を展開すると同時に、各高専と
の情報共有と連携活動の促進を図ることを目指してい
ます。
　最後に、末筆にて大変失礼とは存じますが、これま
での本センターの活動をご支援・ご協力賜りました皆
さまにスタッフ一同を代表して心底より御礼申し上げ
ますとともに、今後ともご助力賜りますようお願いいた
します。

PBL・総合教育センター長
松本　　勉

「新年度を迎えて」

新年度を迎えて
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リニューアルした
ICT 活用学習支援センター

ICT 活用学習支援センター長
米沢　徹也

技術センターより

　お恥ずかしい話ではあるが、私が高等専門学校の
存在を知ったのは大学３年の時である。熊本と違い、
私が中学時代を過ごした町では高専の存在は全く感じ
られなかった。大学３年の春、見慣れぬ顔が二人増え
ており、おやっと感じたことは今でも覚えている。自
己紹介を聞いておとなしい印象を受けた二人だった
が、実験が始まると少なからず衝撃を受けた。実験
機材の使い方に精通しており、初めて使うはずの機材
もわずかな時間で自在に操り始めたのである。すでに
二年間その実験室に慣れ親しんでいたはずの我々が、
編入学したての同級生に助言を求める始末だった。そ
のうち一名は同じ研究室に配属となったが、ソフトウェ
アの開発においても、私は足元にも及ばなかった。二
人と話をしていくうちに、実験を柱とした高専での実
践教育が非常に充実していることが分かり、その時感
じた高専への興味が、その後の私の人生に大きな影
響を与えることとなった。
　実験を柱とした実践教育を遂行するにあたり、その
技術的なサポートを行うことが技術センターの大きな
役割の一つである。熊本キャンパスには現在８名の技
術センター職員が配属され、弱電系を中心にそれぞれ
が高い専門性と技術力を持って業務に当たっている。
　高専の強みは、柔軟な発想を持てる中学卒業直後
の若い段階から専門性の高い技術力を身につけられ
るところにある。まさに、「鉄は熱いうちに打て」を実
践しているわけである。専門性の高い技術力を身につ
けるには、理論はもちろん、実践に裏打ちされた知識
の深みが不可欠であると確信している。学生諸君には
技術センターに卓越した技術力を持つ専門家が揃って
いることを知ってもらい、積極的にその技術力を活用
して各自のレベルアップに励んでくれることを期待して
いる。前任の山本芳一教授から副センター長の業務
内容を引き継ぎながら、技術センターの関係者として
実践教育に携われることに、誇りと責任を感じている
昨今である。

技術センター　副センター長
縄田　俊則

　平成 21 年 10 月に再編統合により誕生した ICT 活
用学習支援センターは、今年で 2 年目を迎えました。
ICT活用学習支援センターは、従来の情報処理センター
と図書館を統合することにより、学術情報や教育・研
究資源を集積・管理するとともに、これを学生・教職
員のみならず広く地域の方々にも公開して、ICT を活用
した協調学習や自学自習センターとしての役割を担っ
ていくことを目標としています。平成 22 年度には予算
措置がなされ、八代キャンパスの図書館棟を改修する
ことができました。ここでは改修された施設について
ご紹介致します。
　図書館棟 2 階の閲覧室の西側には、国際交流室、
グループ学習室、パソコンコーナの 3 室を設けました。
国際交流室は、本校の留学生や海外からの短期留学
生や研修生が、本校の学生や教職員との交流を図る
目的のために設けられた部屋です。グループ学習室は
小グループでの学習やミーティングに適した部屋です。
パソコンコーナには、ビデオ機器や 11 台のパソコン
が設置されており、学生は図書検索、インターネット、
レポート課題の作成等に活用しています。図書館棟 1
階の旧 LL 教室は、第 1 演習室として、旧視聴覚教室は、
部屋を仕切ってサーバ室と第 2 演習室として生まれ変
わりました。第 1 演習室には 52 台、第 2 演習室には
48 台のパソコンが設置されています。共通教育科棟
2 階の西側の教室は第 3 演習室として改修しました。
スペースの関係で 30 台のパソコンしか設置できていま
せんが、教室のホワイトボードが全面使え、少人数の
クラスの授業には快適な演習室となっています。共通
教育科棟と専門棟の 2 階の渡り廊下にあった 2 階講
義室を第 4 演習室として、旧 LL 教室の 51 台のパソコ
ンを移設しました。第 4 演習室については、昨年度行
えなかった改修を 8 月頃に行う予定です。　　
　今年度は、設備面での充実を図るために、統合図
書館システムの導入、パソコンの増設、電子掲示板の
設置を計画しています。これからもルールとマナーを
守って有効活用をお願いします。

新年度を迎えて
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　新入生の皆さんを迎えて、早 3 ヶ月が過ぎました。
新しい環境にも慣れ、友だちもたくさん出来たことか
と思います。しかし、満足してはいけません。この学
校には、まだまだ自分の知らない、いろんな個性を持っ
た素敵な人たちが溢れています。出会いを大切に、学
年を問わず、進んで交流してみてください。また、在
校生の皆さんも、新入生に優しく声をかけてあげてく
ださい。その出会いが、自分の高専生活をよりよいも
のにするチャンスだと思います。
　そして、新入生の皆さんには、是非、一年生という
貴重な時間を無駄にしないで欲しいと思います。私も、
入学したころは、ただ、授業を受けに学校に来るとい
う感覚でした。放課後もだらだらと過ごして、もった
いない時間の使い方をしていました。ですが、それで
は高専の特徴を生かしきれていません。今思えば、資
格の取得や、部活動などに打ち込む時間にしていれ
ば、もっと充実した学生生活になっていたと思います。
さらに、高学年になるに連れ、なかなか思うようには
自分の時間を持てなくなっていきます。そうなる前に、
私のように高学年になって後悔する前に、低学年のう
ちから自分なりに高い目標を持って、日々の努力を心
がけてもらいたいのです。高専の自由さを生かして、
積極的に学び、挑戦し、自らを高めていってください。
わからないことがあれば、この学校にいる先輩や先生
たちに聞いてみてください。きっと、優しく教えてくれ
ます。自分の行動次第で、熊本高専での生活は何倍
も楽しむことが出来ると思います。
　最後に、一人一人が、この一年間を振り返ったとき『自
分は成長した』と言えるような一年間を過ごしてくだ
さい。皆さんの活躍を期待しています。そして、私た
ち学生会も、皆さんのよりよい学生生活の手助けがで
きるよう、これからも精進していきますので、どうぞよ
ろしくお願いします。一緒に、この熊本高専を盛り上
げていきましょう。

学生会会長（熊本キャンパス）
電子制御工学科５年　坂井　　潤

新入生を迎えて

　熊本キャンパスの学生会では学生から地域の方々ま
で楽しんでいただくべく、今年も様々な行事を執り行っ

　こんにちは。八代キャンパス学生会会長の丸尾と申
します。学生会長となってから早 4 ヶ月が経ち、未経
験から始めた学生会にもだいぶ馴染めてきたと思いま
す。新入生の皆さんも、そろそろ高専に慣れて来るこ
ろだと思います。まだ慣れていない人もいるかもしれ
ませんが、あせらずじっくりと高専という学校のことを
学んでいくようにしてください。
　私たち学生会は 5 月 24 日に行われた学生総会にお
いて、学生会役員としての承認を得ることができ、晴
れて正式に学生会としての活動をスタートさせました。
学生会ではその後の定例会でそのことを再確認し、さ
らに気を引き締めて活動をしていく気持ちを明らかに
しました。これからも全力で活動していく所存です。
　今後はもっとも大きな行事である高専祭に向けて、
さまざまな準備に取り掛かっていくことになります。高
専祭を成功させるためには学生会や高専祭実行委員の
力だけでなく、すべての学生の力をひとつにしなけれ
ばなりません。高専祭を最高の思い出にするためにも、
みんなで力を合わせてがんばりましょう。

ています。
　既に開催された行事としては、4 月の対面式があり
ます。新入生を歓迎するための催しで、新入生全員に
よる自己紹介ではステージにあがって特技を披露して
くれる学生もいたり、部活動紹介では各部活動、同好
会が趣向を凝らした紹介の映像やパフォーマンスを披
露し大いに盛り上がりました。
　5 月にはクラスマッチを行いました。クラス対抗のス
ポーツ大会で、種目はバレーボール、ソフトボール、ドッ
ヂボールがメインです。放課後などの空き時間を利用
して練習してきた成果を多くの学生が発揮し、どの試
合も白熱したものとなりました。
　他にも東日本大震災義援金を募ったり、梅ちぎりを
行ったりしました。また、10 月
には電波 祭を予定しています。
学生会メンバーもほとんどが実
行委員として参加し、多くの方々
が楽しめるよう今から準備をし
ています。
　毎年の恒例行事だけでなく新
しい試みも織り交ぜながら、今
年も精一杯学生生活を盛り上げ
る後押しをしていきます。

学生会会長（八代キャンパス）
生物工学科 4 年   丸尾   健明

学生会より

本年度の学生会
活動紹介

学生会 副会長（熊本キャンパス）
情報通信工学科 5 年　中嶋　夕貴
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本年度の学生会活動紹介

学生会文化副局長（八代キャンパス）
機械電気工学科 4 年　大塚　雄樹

　今年度の学生会活動については、すでに対面式、
球技大会、学生総会を実施しましたが、それに加えて
東北大震災で高専関係者を含め多くの方々が被害にあ
われていることから、募金活動を行うことにしました。
この募金が被災地の復興のために少しでも役立てば…

学生たちから

15

と思います。
　また、今年は電波高専と八代高専が合併し、熊本
高専となり３年目です。マンパワーの減少やそれに伴
い、学生会費も少なくなっています。3 年後には全て
の学年が 3 学科になるため、現在の行事スケジュー
ルや行事の内容をそのまま行うことが難しくなります。
そのため、今年度の学生会では新しい学校の制度に
沿うように、その見直しを行います。例えば、高専際
です。予算は削減しつつ、クオリティーは落とさない。
そんな高専祭を目標に案を練っています。既に高専祭
にむけての会議も始まり、新しい企画も考えている最
中ですので高専祭を楽しみにしておいてください。
　最後になりますが、学生会一同、学生生活をより楽
しく、より快適なものにするため、努力していきます
のでどうぞよろしくお願いします。

八代亜紀さん、講演会で学生を魅了！！

　今年３月に本校参与に就任していただ
いた郷土出身の歌手で画家としても活躍
されている八代亜紀さんの講演会が５月
１６日、八代キャンパス第一体育館で実
施されました。
　約８５０人の学生、教職員を前に『私
の人生』と題して講演。子供時代の郷土
での思い出や体験談、売れない時代のエ
ピソードや歌手として活躍するまでの苦
労話を交えて優しい口調で語りかけられ、

「社会に出たら理不尽なこと、大変なこと
がいろいろあるが、事の善し悪しを理解
し自分の糧としてほしい。何事もプラス思
考で踏ん張り、日本を代表するエンジニ
アになって、日本を引っ張っていってほし
い。技術を学び未来ある皆さん、日本を
よろしく。」と学生に笑顔でエールを送ら
れました。
　講演後、学生会長の丸尾健明君が「技
術者の道と歌手の道は違うと思うが、私
たちでは決して経験できない八代さんの
今日の体験談を行き詰まった時に思い出
させてもらいます。」とお礼の言葉を述べ
花束を贈りました。最後に会場全員で盛
大な拍手を送り感謝の意を表しました。

八代キャンパス
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　今年度４月に、高専間の人事
交流により、香川高専から参り
ました東田と申します。共通教
育科に所属し、物理を担当しま
す。主に熊本キャンパスに勤務
しますが、週に1日、八代キャン

香川から熊本へ

パスにも勤務し、物理の授業を行います。３月までは
統合再編された香川高専詫間キャンパス（旧詫間電
波高専）で、物理を担当するとともに、バスケ部の副
顧問や理科の出前授業なども行ってきました。一方、
研究面では、熊大の学生時代から素粒子物理学とい
う一般の方には馴染みのない分野の研究を行ってき
ました。これまでの経験を活かし、物事を探求する
姿勢や科学の面白さを伝えることで、科学的な基礎
知識とともに探求心を持った技術者の育成に貢献し
たいと考えています。両キャンパスの皆さんといろい
ろな話や何か楽しい事ができればと思っていますの
で、気軽に声を掛けて下さい。

共通教育科　東田　洋次

　昨年の4月より八代キャンパ
ス共通教育科（英語）の講師と
して着任しております髙木朝子
と申します。私は熊本大学教育
学部を卒業後、医療関係の仕
事に就いていましたが、その後

再び大学の門を叩き、今度は大学院で文学の研究を
して学位を得て、本校にやって参りました。
　高専の学生さんたちは、素直で明るいという印象
です。高専が自発的な学習・研究態度を培う高等教
育の場であることが、自由な校風へとつながり、その
活発な姿に表れているのだと思います。ただし、自由
であるということは、常に自分を律していかなければ
ならない厳しさと背中合わせです。そんな高専生活の
中で学生さんたちが悩み・つまずいたときに、心の距
離が近い存在でいられるよう、私の経験を少しでも
活かせればと思っています。

熊本高専生のみなさんへ
共通教育科（八代キャンパス）　髙木　朝子

　27年間の企業の研究所勤務
の後、4月より教授として着任し
ました。高専卒の方々は、日本
の産業界で中堅の技術者とし
て多数活躍されていることを、
私も企業で実感してきた一人で

す。その意味において、この50年の高専教育は成功し
てきたと思いますが、今後は、産業界のリーダーとな
るべき人材を輩出することが望まれています。その為
には、ISO9001に従えば、中学校で比較的優秀な成
績を修めてきた学生を「インプット」として、産業界の
リーダーとなるべき資質を備えた学生を「アウトプッ
ト」として輩出するべく教育することが我々の使命で
あり、これを実現するにあたっては、学生さんの飽く
なき向上心とこれをサポートする我々のたゆまない
努力が必要と認識しております。併せて、36年ぶりに
帰ってきました郷里　熊本の地域社会へ科学技術を
通じて貢献していきたいと思います。

　私は熊本大学の博士課程を
修了し、この春よりこの熊本高
専に着任しました。私は9年前
まで学生として熊本電波高専
(現・熊本キャンパス)に在籍し
ており、またこのような形で熊

本高専に関われることをうれしく思います。
　今の高専は学生と教員との距離が近く、コミュニ
ケーションがよく取れていると思います。授業の後に
は気軽に質問してくれますし、教員室に質問に来る
学生も大勢いて、教える側としてとても頼もしく感じ
ております。
　まだ着任して数ヶ月ですが、本校の学生のやる気
をひしひしと感じ、私は教員として、そのような学生
の能力を少しでも引き出すお手伝いが出来ればと考
えております。

立場変わって
生物化学システム工学科　中島　晃

産業界のリーダーを求む
生物化学システム工学科　田浦　昌純
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　今年の４月から総務課（熊
本キャンパス）に赴任しました
内山です。前勤務地の熊本大
学では、学部・学科等の設置認
可や学部の総務等を担当して
きました。

熊本高専に赴任して

　私は平成15年頃に八代高専で勤務して以来、今回
が２度目の高専勤務となりますが、熊本県内の2高専
が高度化再編によって新たな熊本高専とし大きく進
化していることに驚きました。また、驚くと共に、自
分自身も新高専の職員とし相応しく進化（成長）しな
ければならないと思っているところです。
　熊本キャンパスの総務課では、教職員の安全衛生
や労務関係等が主な担当となり、仕事面において直
接学生の皆さんと接する機会が少ないですが、熊本
高専の職員として、第一に「学生のために」を考え、
日々勤めていきたいと思っています。どうぞよろしく
お願いいたします。

総務課課長補佐　内山　裕二

　６年ぶりに着任致しました
が、前任時と変わらず構内にゴ
ミ一つ落ちていないこと、学生
さんたちの元気な挨拶が毎日
あることには本当に感心致しま
す。これも先生方の日々の御指

新人たれ

導によるものと思います。それから、構内環境が校舎
の改修等によりきれいになっていたこと、また、一昨
年の統合により組織が変わっていたことにはやはり
時間の流れを感じてしまいます。
　このような観点から私自身も昨年より今年、今月よ
り来月というように、常に進歩向上を心掛け、新人た
る気持ちで教職員の皆様方とコミュニケーションをう
まくとりながら、本校が魅力ある学校になるために尽
力できるよう頑張って行きたいと思います。よろしく
お願い致します。

財務課課長補佐　原　祐輔

　赴任早 ４々月５日の熊本県立
劇場での入学式、意気揚々とし
た学生、緊張ぎみの学生の姿
をみ、また一方では満面の笑み
で我が子をみつめている保護
者の方、入学式を迎えホッとし

歳はとっても若杉です

つつも心なしか心配そうな面持ちで我が子をみつめ
ている保護者の方をみ、親と子のなんともいえない
微笑ましい情景を垣間見ることができました。と同
時に本校の学生として、教育はもとより人間形成を育
み、社会に出しても決して恥じない人材として輩出さ
せ、卒業式という節目に、実社会へ踏み出す、自信に
満ち溢れた学生の姿、またその成長を確信し、暖かく
みつめる保護者の方々の思いを感じることができた
ら、本校の本望とするところではないかなぁと、思い
ました。
　これらの思いを感じ、得るためにも、教員の皆さん
と密なる連携を図り、学生に対しての教育支援、課外
支援、経済支援、就職支援等々微力ではありますが
日々頑張ります。よろしくお願いします。

学務課課長補佐　若杉　秀作

事務部転入者一覧

氏　名 所属・職名 前任地
内山　裕二 総務課課長補佐 熊本大学
原　　祐輔 管理課課長補佐 〃
若杉　秀作 学務課課長補佐 〃
杉山　千栄 総務課人事労務係長 〃
佐藤　公則 総務課主任 〃
佐々木尚人 総務課主任 〃
江川　　郷 総務課 〃
速瀬あずさ 管理課管理係長 〃
三糸　直子 管理課主任 〃
夘野木寿夫 管理課 〃
濱洲　里美 学生課教務係長 〃

◎学外からの異動

氏　名 所属・職名
大平　和美 管理課長 熊本→八代
久保　俊輔 管理課 〃
荒木　裕子 管理課 〃

◎キャンパス間の異動

氏　名 所属・職名

吉田　圭吾 技術センター

◎新規採用



熊本高専だより 第6号

18

研 究
紹 介

　本年 3 月起きた東日本大震災は
２万人を超える死者・不明者を出した
未曾有の大惨事でした。この時、東
京電力福島第一原発で起きた放射能
漏れ事故が、よもやここまで、深刻
な状況になるとは殆どの人に予想で
きなかったのではないでしょうか。
　さて、実は平成 19 年度から大学や
高専における原子力分野の人材育成

の充実を図るために、文部科学省と
経済産業省が連携して公募事業「原
子力人材育成プログラム」を開始して
います。本校は平成 20 年度から継
続してこのプログラムに採択されてお
り、放射線計測実験、専門家による
特別講演会、原子力発電所見学会を
含む以下のタイトルにあるような様々
な取り組みを実施しています。「実験・
講義を通じた放射線・原子力教育の
実施、および地域連携活動等による
原子力等の基礎知識・情報の提供」

（平成 20 年度）、「霧箱による体験学
習や実験・講義を通じた放射線・原
子力教育の実施」（平成 21 年度）、「講
義や放射線測定実験の体験型教育等
による原子力人材の育成」（平成 22・
23 年度）
　今後、世界中の国々が、どのエネ
ルギーを利用するのか、各国の思惑・
利害なども絡み極めて難しい問題で
す。日本にとっても事情は同様ですが、
今現在、我が国に最も強く望まれて
いるのは、福島原発での少しでも早
い事故の収束（および終息）や一般環
境へ漏れ出た放射能が人々に与える
影響を少しでも低減するための努力
です。本校でも、放射線計測実験や
原子力関係の講義等を通したこれま

　身近な観光地として日本と台湾の
交流も深まる一方で、戦争を知らな
い最高齢は 66 歳となった。かつて台
湾が日本の領土であったことを知る人
も少なく、まして日本から新天地を求
めて、台湾に移住した農民たちが「日
本人村」を営み、過酷な自然に耐えな
がら一生を過ごしたことはほとんど知
られていない。
　科研費を受けて、平成 14 ～ 16 年
度の台湾調査では、「台湾での日本人
マイノリティ―の生活構造の解体と変
質過程、安定の構築」と題して、花蓮
の三大移民村（吉野村、豊田村、林

田村）や台東の鹿野村（現鹿野郷龍田
村）を調査し、日本統治時代から終
戦後にかけて、結婚によって台湾に
生活の拠点を置いた日本人や、かつ
ての日本人移民村の概要を比較的よ
く知る台湾人、総勢 40 余名に、聞
き取り調査を行った。
　政治環境の急変によって、従前と
は異なる生活様式を営まざるを得な
くなった場合、どのような側面からそ
の固有性を失っていくのか。聞き取り
を行った各人の半生を概念化すれば、
一つは、終戦後の日本人を見る台湾
原住民と広東系の視線の違い、待遇
の相違ということになる。戦前の日本
統治に対する温かい追慕か、冷徹な
反発か。女性を受け入れた環境の背
景に横たわる日本への意識の違いが

一女性の半生に多大の影響を及ぼし
ていた。二つ目は、「優等国民」という
意識を切り替え、自ら台湾の地や人々
の間に果敢に入り、溶け込めたか否
かの個人的な資質の違いであった。
　平成 17 ～ 18 年度の科研費調査、
最大の収穫は、当時の内地移民の生
活を描いた小説『南方移民村』の医
師モデルが神田全次氏であることを
突き止めたことである。富山県出身
の先生は、46 歳で移民村・鹿野村の
嘱託医師となることを願い出て、終戦
時まで献身的に奉仕した傑物である。
神田先生に子どもの頃診察してもらっ
た人物や噂を聞いていたという原住
民からも直接話を聞くことができた
が、真摯で実直な埋もれた業績には
もっと光を当てるべき人物である。

共通教育科（熊本キャンパス）
草野美智子

機械知能システム工学科
小田　明範

▲原子力・エネルギー関係の特別講演会

▲玄海原発見学会

▲ “ 霧箱 ” により可視化された放射線が通った跡

研究紹介

原子力分野での
人材育成の取組

でと同様の活動を通じて、放射線や
原子力に関する学生の正しい情報の
理解の支援に取り組んでいきたいと
考えています。
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　平成23年3月3日早朝、学内の一通のメールで大山先生の訃報を知り、驚きとなぜだという感情に駈られたのを今でも覚
えています。すぐに高倉健一郎准教授に電話をしたところ、昨年夏に大山先生から病気の事を打ち明けられ口外しないよう
に言われた事などを聞きました。10日程前に社会人教育講座の件やクリーンルームの件で大山先生に相談のメールを出した
ところ返信がなく、今までだと海外出張中でも直ぐに返事があるのに妙だなと感じていたところでした。先生は、2001年から
2007年まで熊本電波高専地域共同テクノセンター長として地域連携活動に尽力されました。さらに研究業績でも圧倒的な論
文数や民間企業や宇宙航空研究開発機構（JAXA）との共同研究など大学の研究者をも凌駕する業績を上げられ学外から高
い評価を受けています。本稿では追悼の意味を込め、私の知る先生の業績の中のほんの一部を紹介します。
　1999年から2004年にかけて熊本地域で国の大型研究プロジェクト「地域結集型超精密半導体計測技術開発事業」がＪＳ
Ｔ，熊本県、熊本大学、企業等とのコラボレーションで進行した際に、先生は企業に出向いて半導体教育を行う「くまもとセミ
コン塾」を立ち上げられました。セミコン塾はその後も本校の「半導体デバイス研究部」の活動として形を変え、現在のもの
づくり人材養成講座として引き継がれています。また、サッカー日韓ワールドカップが開催された2002年には、ベルギーチーム
が熊本県をキャンプ地とした際に、先生がベルギーのIMEC(Interuniversity Microelectronics Center)と共同研究をしている縁
で両者の交流役としても活躍されました。学内では、江端正直電波高専元校長が実践的教育システムの導入を学内に求めた
際に、先生はインターンシップ委員長として本科生100名以上の企業実習制度の整備・実現と専攻科生長期インターンシップ
制度の導入・実現を果しました。永田正伸教授や私も一緒に県内企業に出向いて学生実習の受け入れをお願いし約40社から
協力を取り付け現在の制度を組み立てました。この件は共に尽力した柴里弘毅准教授が論文集「高専教育」に纏めています
⑴。さらに、学生の教育にも並々ならぬ意欲を注がれ、国内外から第一線の半導体研究者を招聘して「半導体デバイスフォー
ラム」を2年続けて開催し、そこに学生が研究成果を発表する場を設けて研究教育の活性化を進めていたところでした。
　訃報の後、企業経営者、大学関係者、産官学連携関係者の多くの方から大山先生の訃報は残念だとの声を聞き、第一線で活
躍中であった大山先生を現役半ばで失ったことは、熊本高専としても大きな損失であり私としても非常に無念でなりません。
　最後になりますが、残された奥様やお子様、息子に先立たれたご両親様の悲しみは計り知れないものがあります。謹んで
ご冥福をお祈り申し上げます。

熊本高専地域イノベーションセンター長　人間情報システム工学科長　小山　善文

　１９９４年４月、私が熊本電波高専の５年生のときに、卒研生として師事したのが大山先生との出会いでした。前年の
１９９３年は、大山先生がベルギーの研究機関・ＩＭＥＣの客員研究員として、精力的に研究を進められておられました。
海外研究者との研究活動、宇宙に目を向けた研究内容などを魅力的に感じていたところに、任期を終え、高専に戻ってこ
られることを知り、迷わず卒研配属を希望しました。卒研では、いろいろな難題を与えられ、ハードな１年間を過ごした思
い出があります。
　熊本電波高専に奉職してからは、同じ学科の教員として様々なアドバイスを仰ぐことになりました。研究面では、大山先
生を筆頭として、研究を共有する教員、卒研生が集まった半導体デバイス研究部の一員として活動してきました。
　亡くなられる２日前にお電話で会話できたのが最後でした。調子を崩したので、しばらく入院するという電話でしたが、
他にも４月に５年生に上がる学生の進路のことや研究のことなど普段と変わらない様子で、先々のことまでお話ししたこと
を覚えています。また、今年２月に誕生したばかりだった私の子供の名前についても話題になり、「良い名前をつけたね」
と大変よろこんでいただきました。ほんの数分間の会話でしたが、最後に漏らされた「悔しい」という言葉は忘れられません。
教員として、研究者として道半ばで断たれてしまったことに対することだと思いますが、亡くなる直前まで私たちの前で一
切口にされず、常に前を向いて、熱心に研究、学生指導に邁進されてきただけに、重い言葉でした。
　亡くなられたあと、あらゆる場で大山先生の交友関係の広さや人望の厚さを改めて感じ、対応されていた仕事量の多さ
を思い知る日々が、今も続いています。あいにく、大山先生ほどの器量は持ち合わせませんが、研究分野で築いてこられ
た財産を無駄にしないよう、研究部のメンバーとともに引き継ぎ、盛り立てていくことが大事だと思っています。
　書ききれないことが、まだ沢山ありますが、最後に、大山先生のご冥福をお祈りいたします。

情報通信エレクトロニクス工学科　准教授　高倉健一郎

参考文献
[1]柴里弘毅，永田和生，大石信弘，大山英典，小山善文，‘専攻科インターンシップ学生指導に関する自己点検’，論文集「高専教育」第３４号，pp.619-624，2011年3月

追悼：大山先生を偲んで
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H15.9月　宇宙ステーションESA
（欧州宇宙機構）モジュールにて
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　学生相談室を担当しています共通教育科の光永
です。新入生の皆さん、ご入学おめでとうござい
ます。入学してから既に 4 ヶ月程度経過し、高専
での生活にもかなり慣れてきた頃ではないでしょう
か。合宿研修、高校総体、前期中間試験、そして
高専体育大会と、初めて体験する高専での行事も
いくつか終わりましたね。
　こういった行事を含め、日頃の学生生活の中で、
いろいろな心配事や若者の特権とも言うべき悩み
などを抱えている人も少なからずいるのではないで
しょうか。そのような場合には、相談室や保健室
内にある「陽だまり」のような学生サロンなどを気
軽に尋ねて下さい。
　簡単に学生相談室を紹介させて頂きます。まず
非常勤カウンセラーとして、臨床心理士の植村孝
子先生と精神科医（弓削病院）の水谷えりか先生の
お二方に来て頂いております。相談員としては、縄
田俊則先生（人間情報システム工学科）、中島栄俊
先生（制御情報システム工学科）、石橋孝昭先生（情
報通信エレクトロニクス工学科）、松尾かな子先生

（共通教育科）、そして光永の 5 名の教員が担当し
ています。みな気さくで楽しい方ばかりです。さら
に忘れてならないのは、お日様のような保健室の
スタッフです。中西博子看護師、黒木弥希看護師、
そして太田黒愛子看護師の 3 名には、病気や怪我
への対応はもちろんのこと、カウンセリングへのイ
ンテークにも大変大きな役割を果たして頂いてお
ります。
　17 世紀イギリスの詩人ジョン・ミルトンの詩句に 
”Tomorrow to fresh woods, and pastures new.” 

（明日こそは清々しい森、新しき牧場へ）というも
のがありますが、悩みや心配事でちょっと休憩した
り足踏みすることがあっても良いではないでしょう
か。「明日」という素晴らしい日は、誰にも必ずやっ
て来ると私は信じています。

学生相談室長（熊本キャンパス）
光永武志

■学生相談室より

　新入生の皆さんへ
　熊本高専に入学して、早いもので数か月が過ぎ
ようとしています。
　皆さんの思い描いていた学校生活がスタートしま
したか？
　少しずつ学校生活に慣れてきたことと思います。
学校生活、寮生活、クラブ活動など、新たな環境
で毎日の生活を楽しんでいきましょう。
　何事も、走り続けるのは息切れしますよ。怪我
と病気も心身の疲れも一休みが大事ですね。そん
な時こそ保健室を利用して下さい。
＜学生サロンの紹介＞
◆嬉しいこと、楽しいこと、怒りが爆発しそうな時
　も‥‥悲しい時も、辛い時も‥‥あるでしょう。
　時と人に気兼ねなく、訪ねてみて下さい。
　（悩みの相談窓口）
　保健室の中にサロンがあります。いろんな人と
　会えますよ！友人、先輩、先生とも心強い知り
　合いの輪を広げることとなるでしょう。
　（触れ合いの場の提供）
◆人との交流による会話やコミュニケーションによ
　る気分転換。（ストレス解消の場）
◆学年や学科を超えて情報交換（人間関係の成立）
◆心身の健康を保つための場所として活用しま
　しょう！

（健康の自己管理力を養う）
　高専の過密スケジュー
ルの中で、多くのストレス
を抱えている学生の癒し
の空間となっています。
　学習環境の教室から一
歩離れてサロンで休憩を
とることにより、疲労回
復と気分転換を行い元気
に過ごしましょう。

看護師（熊本キャンパス）
中西 博子（写真中央）

■保健室より
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　平成２１年１０月１日に熊本高等専門学校事務部としてスタートしましたが、平成２３年４月１日付けで更な
る業務改善・円滑化のため校長・事務部長に加えて総務課長・管理課長が両キャンパスを行き来することに
なり、下記のような事務部の改編となりました。

総務課■事務部改編について

両キャンパス

八代キャンパス

熊本キャンパス

事務部長

総務課長 管理課長 学務課長 学生課長

課長補佐 課長補佐 課長補佐
（産学連携） 課長補佐 課長補佐 課長補佐

総
務
係

人
事
労
務
係

企
画
広
報
係

専
門
職
員

産
学
連
携
係

庶
務
係

研
究
支
援
係

施
設
企
画
係

財
務
係

契
約
係

管
理
係

施
設
管
理
係

学
務
係

学
生
係

寮
務
係

学
術
情
報
係

専
門
職
員

教
務
係

学
生
支
援
係

学
寮
係

図
書
係

課長補佐

高等学校等就学支援金について
●趣　旨
　家庭の状況にかかわらず、全ての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち込める社会をつくるため、国の
　費用により、学生の授業料に充てる高等学校等就学支援金を創設し、家庭の教育費負担を軽減するもの
　です。
●金　額
　高等学校等就学支援金額は、公立高校生が負担軽減される額と同額の月額 9,900 円 (年間118,800 円 )です。
●該当者
　高等専門学校（1 ～ 3 年生が該当）保護者の課税証明書に記載の市区町村税所得割額が 18,900 円未満の
　世帯についてはさらに加算されます。

留意事項
＊就学支援金の支給は、（休学・留学の場合を除き、）在籍 36 ヶ月までの学生を対象としているため、留年で
　在籍が 36 ヶ月を超える場合は、対象となりません。
＊就学支援金は、学生又は世帯に交付されるものではなく、授業料から減額されるものです。
＊本件については、申請主義の観点から申請しないと受給資格はありません。

■高等学校等就学支援金について 学務課
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　毎春、熊本キャンパスで開催されている「おもしろサイエンスわくわく
実験講座　～科学大好き人間大集合！～」が 5 月 14 日（土曜日）、第一
体育館をメイン会場に開催されました。
　様々な電子工作やロボット製作。スライムづくりなど盛りだくさんの科
学実験や工作体験コーナーが設けられ、高専生が研究開発したコンピュー
タグラッフィクスやラジコンカー運転シミュレータなど数々のユニークな体
験型展示ブースも出展されました。好天に恵まれたこともあり、昨年度を
大きく上回る 400 人を超す来場者がありました。また、今回は専攻科生
有志によりイベントの模様が Ustream を利用してインターネット上にリア
ルタイム配信されるなど新たな試みも行われたほか、RKK ラジオで生放
送されるなど、大盛況の一日でした。

「おもしろサイエンスわくわく実験講座」を開催しました

　6 月 11 日（土）、八代市本町アーケードに「学生が企画・運営するコミュニティ施設」がオープンしました。
　4 月に本科 1 年生から専攻科 1 年生までの建築系学生 13 名により「改装プロジェクトチーム」を結成し、約 2

カ月をかけて現地の実測・ヒアリング調査、打合せ会議、設計、
製作までの一連の作業を行いました。
　この施設は既存空き店舗を活用し、八代市内の高校、高専、
短大の学生たちが展示会、各種イベント、子育て支援等を展開
するものであり、通常は来街者らが休憩できるコミュニティ施設
として活用します。学生、子ども連れの家族、高齢の買い物客な
ど多世代が集うたまり場として意図されており、商店街の新しい
核となることが望まれています。
　11 日当日は、プロジェクトチームの専攻科学生が、施設の説
明を行いました。また、ラジオ、新聞、テレビの取材にもしっか
りと応えていました。

空き店舗を改装した学生主体のコミュニティ施設が
八代市本町アーケードにオープン！

平成 23 年度（第 39 回） 熊本県高等学校総合体育大会
競技結果
■熊本キャンパス　水泳女子 100 ｍ背泳ぎ　　　1 – 1　中釘　未鈴　８位（九州大会へ）
■八代キャンパス　陸上男子 1500m　　　　　　3M　  穴井　晃太　８位
■八代キャンパス　水泳男子 200 ｍ個人メドレー　1MI　 田中　純貴　６位（九州大会へ）
■八代キャンパス　水泳女子 100 ｍ平泳ぎ　　　 3E　　髙野恵理奈　６位（九州大会へ）
■八代キャンパス　水泳女子 200 ｍ平泳ぎ　　　 3E　　髙野恵理奈　７位（九州大会へ）
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1㈪～5㈮
6㈯ 
11㈭・12㈮
17㈭～22㈪

前期期末試験
夏期オープンキャンパス
1、2年学年集会
全国高専体育大会

1㈯～7㈮ 
9㈰
27㈭
28㈮
29㈯～30㈰ 
31㈪

学位授与申請（専攻科）
ロボコン九州沖縄大会（北九州）
保護者懇談会
電波祭準備
電波祭（学生会行事）
電波祭片付け

11㈮～15㈫
12㈯ 
20㈰
24㈭～30㈬
30㈬

九州沖縄地区高専体育大会（ラグビー）
高専フォーラム（専攻科）
ロボコン全国大会（国技舘）
後期中間試験
企業説明会

3㈯
8㈭ 
22㈭～23㈮

冬季オープンキャンパス
県下一斉テスト
プロコン本選（舞鶴）

26㈪ 後期授業スタート

8/15㈪～9/22㈭ 夏季休業

8/12㈮～9/22㈭ 夏季休業

12/23㈮～1/6㈮ 冬季休業

12/23㈮～1/6㈮ 冬季休業

8月

9月

10月

11月

12月

7/28㈭～8/3㈬
7㈰ 
11㈭
17㈬～22㈪

前期期末試験
オープンキャンパス
全体会・HR・大掃除
全国高専体育大会

1㈯～7㈮ 
9㈰
21㈮

学位授与申請（専攻科）
ロボコン九州沖縄地区大会（北九州）
学校説明会（中学校向け）

4㈮～7㈪
8㈫ 
11㈮～15㈫
12㈯
12㈯～13㈰
20㈰
24㈭～30㈬

高専祭（学生会行事）
休講・専攻科学外研修
九州沖縄地区高専体育大会（ラグビー）
高専フォーラム（専攻科）
デザコン本選（釧路）
ロボコン全国大会（国技館）
後期中間試験

22㈭
22㈭～23㈮ 

授業後清掃・HR
プロコン本選（舞鶴）

9㈮～11㈰
26㈪

保護者懇談会
後期授業スタート

8月

9月

10月

11月

12月

革新する技術、創造する未来 ～夢へ翔る熊本高専～

平成23年8月 発行
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　今回の「高専だより」第６号から、
今までの「高専だより」とは少し異
なるデザインを取り入れています。
　新しい試みですので、デザイン
やレイアウト、記事内容等につい
てのご意見やご感想をいただける
と幸いです。
　記事の執筆や写真をご提供くだ
さいました皆様、また編集作業に
携わっていただきました関係者に
感謝申し上げます。


